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「
牧
区
大
月
の
棚
田
」（
撮
影
者
：
広
報
　
木
村
）

　

去
る
五
月
二
十
七
日
、
平
成
二
十
八
年
度
公
益
社
団
法
人
上

越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
を
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
当
セ
ン
タ
ー
が
設
立
三
十
五
周
年
を
迎
え
、
記
念
講

演
会
を
併
せ
て
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
も
増
し
て
大

勢
の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

提
案
し
た
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て
異
議
な
く
可
決
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
力
の
受
託
事
業
で
は
、
契
約
金
額
が
約
五
・
一
％
の
大
幅
な

減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
施
三
年
目
と
な
る
人
材
派
遣
事
業

で
は
、
契
約
金
額
は
少
な
い
も
の
の
受
注
開
拓
に
努
力
し
た
結

果
、
約
六
八
・
四
％
の
増
と
な
り
事
業
全
体
の
減
少
額
を
多
少

と
も
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

上
越
市
の
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
現
在
の
六
五
歳
以
上
の

高
齢
者
は
五
万
九
千
二
八
八
人
で
、
高
齢
化
率
が
三
十
％
の
大

台
を
超
え
ま
し
た
が
、
こ
の
内
の
約
八
十
％
が
元
気
な
高
齢
者

の
皆
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
プ
ラ
ス
面
と
し
て
捉
え
、新
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

就
業
機
会
の
開
拓
、
会
員
の
確
保
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
も
会
員
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
出
来
な

い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
度
に
あ
た
っ
て

理
事
長　

井
　
部
　
博
　
光

上越市シルバー人材センター機関紙
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平
成
二
十
八
年
度�

公
益
社
団
法
人
定
時
総
会
の
概
要

　

公
益
社
団
法
人
上
越
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
五
月
二
十
七

日
、
会
員
二
百
三
十
五
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
シ
ル
バ
ー
設
立
三
十
五
周
年

に
な
る
こ
と
か
ら
、
定
時
総
会
に
先
立

ち
女
流
講
談
師
、宝
井
琴
桜
氏
よ
り「
講

談
真
田
丸
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　
　

　

総
会
の
挨
拶
で
井
部
理
事
長
は
、
設

立
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

関
係
機
関
、
事
業
所
、
地
域
住
民
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
対
し
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
来
賓
各
位
に
今
後
の
ご
指
導
ご
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
来
賓
と
し
て
上
越
市
健
康
福

祉
部
長 

八
木
智
学
様
、
上
越
市
議
会

厚
生
常
任
委
員
長 

草
間
敏
幸
様
、
上

越
公
共
職
業
安
定
所
長 

金
井
昭
平
様

の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
事
務
局

よ
り
議
長
選
出
の
提
案

が
あ
り
、
南
城
町
一
の

田
近
英
樹
氏
が
満
場
の

同
意
を
得
て
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
足
数
の
報
告

　

事
務
局
長
よ
り
、
総
会
当
日
の
会
員

数
は
一
、
一
二
九
名
、
定
足
数
は
そ
の

二
分
の
一
の
五
六
五
名
で
あ
り
、
本
日

の
出
席
者
数
は
八
七
八
名
（
う
ち
本
人

出
席
二
三
五
名
、
委
任
状
六
四
三
名
）

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
結

果
を
受
け
議
長
は
総
会
の
成
立
を
告
げ

た
。

　
議
事
録
署
名
人

　

議
長
よ
り
定
款
第
二
十
一
条
第
二
項

の
規
程
に
よ
り
議
長
と
出
席
し
た
代
表

理
事
が
署
名
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
議
案
の
審
議

　

報
告
第
一
号
「
平
成
二
十
七
年
度
収

支
補
正
予
算
の
報
告
に
つ
い
て
」
事
務

局
長
よ
り
補
正
額
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
こ
の
結
果
、
正
味
財
産
期

末
残
高
が
一
六
五
万
円
の
増
額
と
な
っ

た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
内

容
に
つ
い
て
は
既
に
理
事
会
で
の
承
認

を
得
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
第
一
号

議
案
「
平
成
二
十

七
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て
」、
第

二
号
議
案
「
平
成

二
十
七
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
」
及

び
「
監
査
報
告
に
つ
い
て
」
を
議
題
と

し
て
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
質
疑
も
な

く
、両
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
報
告
第
二
号
「
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
報
告

に
つ
い
て
」
を
議

題
と
し
て
提
案
説

明
が
行
わ
れ
、
説

明
の
後
、
こ
の
内

容
に
つ
い
て
は
既

に
理
事
会
で
の
承

認
を
得
て
い
る
旨

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
十
年
会
員
表
彰

　

永
年
の
ご
苦
労
に
対
し
今
年
度
は
五

十
四
名
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
、
会
員
を
代
表
し
て
重
野

守
さ
ん
（
板
倉
区
戸
狩
）
に
理
事
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

宝井琴桜氏
講演会
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体
験
で
貴
重
な
財
産

　
竹
内 

ス
ミ
子

（
浦
川
原
区
）

　

会
社
定
年
後
、
車
椅
子
を
押
す
仕
事

が
夢
で
、
介
護
の
資
格
を
取
り
施
設
で

働
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
シ
ル

バ
ー
さ
ん
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

観
桜
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
、
結
婚

式
の
料
理
の
盛
り
付
け
等
で
は
分
刻
み

の
段
取
り
、
プ
ロ
の
職
人
技
を
見
聞
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
で
は
子
供
さ
ん
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

十
年
間
主
に
施
設
で
の
仕
事
で
、
い

ず
れ
は
老
い
て
い
く
身
、
お
金
で
は
買

え
な
い
貴
重
な
財
産
を
得
、

そ
の
上
十
年
表
彰
と
い
う
こ

と
で
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
体
験

を
生
か
し
て
心
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
替
え
、
人
と
し
て
栄
養

不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
一

回
り
大
き
く
な
っ
た
自
分
を

見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
し
ま
す
。

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

第
８
回

就
業
先
拝
見

幼
稚
園
バ
ス
の
送
迎 

運
転
手
を
し
て
い
ま
す

小
松
　
昭
一

（
新
町
）

　
昨
年
秋
に
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
り
、

今
年
の
四
月
よ
り
幼
稚
園
バ
ス
の
送

迎
運
転
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

二
人
で
四
、
五
日
交
代
で
や
っ
て

お
り
、
土
曜
、
日
曜
、
祭
日
は
休
み

と
な
り
ま
す
。
仕
事
を
す
る
に
あ
た

り
常
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
自

分
の
孫
が
乗
っ
て
い
た
ら
ど
ん
な
運

転
を
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
を
考

え
、安
全
運
転
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
事
故
の
無
い
よ
う
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
可
愛

い
子
供
た
ち
に
、
元
気
と
癒
し
を
も

ら
い
、
ま
た
、
園
長
先
生
、
保
育
士

の
皆
さ
ん
に
は
、
何
か
と
協
力
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
健

康
に
注
意

し
て
頑
張

り
た
い
と

思
い
ま
す
。

妻
の
一
言

春
日
　
榮
治

（
大
潟
区
）

　

椎
茸
の
収
穫
作
業
を
研
修
し
た
と

き
、
作
業
そ
の
も
の
は
簡
単
に
見
え

ま
し
た
が
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
長
か
っ

た
私
に
と
っ
て
、
体
力
的
に
続
け
て

い
け
る
の
か
心
配
で
し
た
。
妻
に
話

す
と
「
週
二
～
三
日
の
勤
め
な
ら
体

に
負
担
に
も
な
ら
な
い
し
、
他
の
日

は
趣
味
も
出
来
て
、
健
康
な
ん
だ
か

ら
身
体
を
動
か
す
仕
事
も
良
い
の
で

は
」と
助
言
が
あ
り
即
決
し
ま
し
た
。

作
業
内
容
は
椎
茸
の
摘
み
取
り
、
ホ

ダ
打
ち
、ホ
ダ
木
の
入
れ
替
え
な
ど
、

一
班
三
人
の
二
班
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
丸
々
と

太
っ
た
椎
茸
に
元
気
を
貰
い
な
が
ら
、

摘
み
取
り
作
業
に
入
り
ま
す
。

　

早
く
も
四
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
良
い
仲
間
に
も
恵
ま

れ
、
毎
日
充
実

し
て
働
け
る
こ

と
に
感
謝
し
、

心
と
体
の
健
康

の
た
め
に
こ
れ

か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
十
年
を
迎
え
て

思
う
こ
と重

野
　
　
守

（
板
倉
区
）

　

こ
の
度
は
十
年
表
彰
と
記
念
品
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
私
が
入
会
し
ま
し
た
時

は
板
倉
、中
郷
区
は
新
井
頸
南
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
上
越
市
と
の
合
併
に
よ
り

上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲

間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
の
宿
直
を
勤
め

さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
地
域
作
業
班
長

を
仰
せ
つ
か
り
、
剪
定
、
冬
囲
い
、
機

械
除
草
等
、
お
客
様
か
ら
の
要
望
を
忠

実
に
守
り
、「
あ
り

が
と
う
ね
」
と
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
作
業

に
徹
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
仕
事
に
責

任
の
持
て
る
限
り
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の

皆
様
の
安
全
作
業
と

健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

十
年
会
員
表
彰
を
受
け
て

当日、受賞会員の皆さんは早目に集合、記念撮
影や表彰式の段取りの説明を受けました
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

五
月
、
六
月
に
刈
払
機
作
業
従
事
者

特
別
教
育
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

林
業
や
建
設
土
木
現
場
な
ど
で
の

刈
払
機
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
国

が
定
め
た
基
準
に
沿
っ
た
講
習
科
目

や
、
必
要
時
間
数
に
よ
る
特
別
講
習

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
が
機
械
除
草
作
業

を
受
託
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
講

習
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安

全
意
識
と
、
正
し
い
機
械
操
作
を
習

得
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
今
年
度
は
刈
払
機
に
関
す
る
知
識

や
点
検
、
整
備
、
関
係
法
令
等
の
学

科
に
よ
る
講
習
や
現
場
で
の
実
地
な

ど
、
一
日
六
時
間
の
講
習
会
を
四
回

開
催
し
、
延
べ
六
十
名
の
会
員
に
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
方
は
今
ま
で
以
上
に
安

全
作
業
を
心
が
け
、就
業
し
て
下
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
刈
払
機
で

の
事
故
発
生
状
況
は
怪
我
等
の
傷
害

事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、

物
損
に
よ
る
賠
償
事
故
は
二
十
六
年

度
で
四
件
、
二
十
七
年
度
で
二
件
発

生
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
石
飛
ば
し

に
よ
る
車
や
建
物
の
ガ
ラ
ス
破
損
事

故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

セ
ン
タ
ー
で
は
石
飛
ば
し
防
止
の
た

め
の
ネ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
現
場
状
況
に
合
わ
せ

て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
で
既
に
機
械
除
草
中
に

ア
ー
ス
線
を
切
断
す
る
物
損
事
故
が

一
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
草
丈
に
よ

り
地
面
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
作
業
前

に
必
ず
Ｋ
Ｙ
活
動
（
危
険
予
測
）
を

行
い
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
セ
ン
タ
ー
全
体
の
傷
害
事
故

は
昨
年
十
月
以
降
、六
月
末
ま
で
で
、

約
二
五
〇
日
間
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

無
事
故
の
期
間
が
一
日
で
も
延
び

る
よ
う
に
み
ん
な
で
安
全
に
作
業
し

ま
し
ょ
う
。 

（
事
務
局
）

シ
ニ
ア
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

 

出
店
し
ま
せ
ん
か
！

　

今
年
度
も
シ
ニ
ア

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
シ
ル
バ
ー
事
業
と

し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
原
則
、
十
月
ま

で
の
毎
月
第
二
土
曜

日
の
午
前
中
開
催
し
ま
す
が
、
シ
ニ
ア

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
シ
ル
バ
ー
事
業
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
も
家
庭
で
採
れ
た
野
菜
や
手

作
り
の
手
芸
品
等
、
自
慢
の
品
で
是
非

出
店
し
て
下
さ
い
。

　

出
店
す
る
場
合
、
一
般
の
会
員
の
出

店
料
は
無
料
で
す
が
、
開
催
日
の
三
日

前
ま
で
に
出
店
届
を
シ
ル
バ
ー
事
務
所

（
本
所
・
支
所
）
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

今
後
の
開
催
日
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

お
問
合
わ
せ
は
事
務
局
（
池
田
・
相

澤
）
ま
で
。（
☎
５
２
２
─
２
８
１
２
）

熱
中
症
見
舞
金
制
度
に

 

加
入
し
ま
し
た
！

　

今
年
の
夏
も
暑
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
熱
中
症

の
発
生
は
七
月
か
ら

八
月
が
ピ
ー
ク
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
就
業
中
に
熱
中
症
に
か
か
っ

て
も
、
会
員
傷
害
保
険
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
今
夏
は
酷
暑
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
見
舞
金
制
度

に
加
入
し
ま
し
た
。

　

夏
を
迎
え
、
改
め
て
会
員
一
人
ひ
と

り
が
熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予
防

に
努
め
て
下
さ
い
。

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
﹁
こ
ま
め
な
水

分
補
給
﹂
と
﹁
塩
分
の
補
給
﹂
で
す
！

　

お
問
合
わ
せ
は
事
務
局
（
池
田
・
相

澤
）
ま
で
。（
☎
５
２
２
─
２
８
１
２
）

見舞金の対象と金額
死亡見舞金 10万円
入院見舞金

（２泊３日以上） ５万円

入院見舞金
（１泊２日） ３万円

＊ これは見舞金の制度であり、
病院で治療を受けても傷
害保険適用はありません。

刈
払
機
作
業
従
事
者
特
別
教
育
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

【今後の開催日】
　８月13日㈯
　９月10日㈯
　10月15日㈯＊第３週

【時　間】
　午前９時30分
 ～11時30分

【場　所】
　雁木通りプラザ公園
 （本町３）
＊ 出店届は本所、支所等

にあります

６月11日の開催風景

熱中症
に

注意！
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け
た
と
こ
ろ
質
疑
は
な
く
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
三
号
議
案
「
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
（
案
）」、
第
四
号
議
案

「
平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
書（
案
）」

に
つ
い
て
事
務

長
よ
り
説
明
が

あ
り
、
質
疑
も

な
く
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
そ

の
他
と
し
て
杉
田
事
務
長
か
ら
同
好
会

活
動
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
積
極
的
な

活
用
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
織
田
副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶

を
述
べ
、四
時
八
分
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
会
員
互
助
会
通
信

　

総
会
で
の
承
認
を
受
け
、
今
年
度

の
行
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
会

員
の
皆
さ
ん
に
は
各
行
事
に
積
極
的

に
参
加
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
連
帯
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

 （
事
務
長　

杉
田
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

生
き
が
い
第
六
十
一
号
掲
載
以
降
に

亡
く
な
ら
れ
た
四
名
の
会
員
の
皆
さ
ん

に
弔
慰
金
五
千
円
を
支
給
、
幹
事
が
お

届
け
し
ま
し
た
。

○
塚
田　

俊
蔵 

様
（
栄
町
）

○
古
川　

清
子 
様
（
東
城
町
三
）

○
柳
澤　
　

敏 
様
（
御
殿
山
町
）

○
近
宮　

和
夫 

様
（
安
江
一
）

平
成
二
十
八
年
度

 
互
助
会
定
時
総
会
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
五
月
二
十
七
日
に
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
上
越
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
上
越
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の
終

了
後
、
引
き
続
き
会
員
互
助
会
の
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
杉
田
事
務
長
よ
り
議

長
選
出
の
提
案
が
あ
り
、
頸
城
区
の
高

橋
辰
吉
氏
が
満
場
の
同
意
を
得
て
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。　

ま
た
、
高
橋

議
長
か
ら
議
事

録
署
名
人
と
し

て
石
平
喜
美
子

幹
事
と
久
保
田

喜
久
代
幹
事

が
、
書
記
と
し

て
田
近
英
樹
幹
事
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
議
事
に
移
り
、
第
一
号
議

案
「
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て
」
事
務
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
質

疑
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
質
疑
は
な
く
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
七

年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
」
事
務

長
よ
り
説
明
の
後
、
田
澤
監
事
か
ら
監

査
報
告
を
受
け
た
後
、
質
疑
を
受
け
付

同
好
会
活
動
助
成
金
制
度
に
つ
い
て

仲
間
を
募
っ
て
同
好
会
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

　

定
時
総
会
議
案
書
に
掲
載
し
、
総

会
当
日
も
、
そ
の
他
の
事
項
と
し
て

ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
互
助
会
で
は

会
員
同
士
が
親
睦
を
目
的
と
し
て
同

好
会
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
る
場

合
に
一
定
の
条
件
の
下
で
活
動
助
成

金
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

制
度
の
基
準
、
細
則
な
ど
の
内
容

は
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、立
上
げ
に
あ
た
っ
て
は「
同

好
会
の
会
員
数
は
十
名
以
上
で
あ
る

こ
と
」
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、

具
体
的
に
立
上
げ
を
検
討
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
互
助
会
事
務
局
ま
で
個

別
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　

互
助
会　

事
務
局　

杉
田　

久

 

（
☎
５
３
４
─
５
６
０
１
）

☆
平
成
二
十
八
年
度
行
事
予
定

　

今
年
度
の
互
助
会
の
行
事
予
定
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ

い
て
は
決
定
次
第
、随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
納
涼
会

○
八
月
四
日
㈭
午
後
五
時
～

　

・
内
山
料
理
店
（
春
日
新
田
）

★
研
修
旅
行

○
十
月
六
日
㈭
・
七
日
㈮

　

＊
金
沢
・
和
倉
温
泉

★
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
十
月
中
旬
予
定

　

・ 

シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
月
間
に
合
わ

せ
て
、本
所
、頸
北
、板
倉
の
三
ヵ

所
で
実
施
。
詳
細
は
未
定

★
忘
年
会

○
十
二
月
十
五
日
㈭

　

＊
会
場
未
定

高橋議長

寺口会長織田副会長
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事

務

局

だ

よ

り

＊ 

あ
と
が
き 

＊
　
　
　

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

立
三
十
五
周
年
記
念
講
演
会
が
定
時

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
ま
し
た
。
演

題
は
女
流
講
談
師
に
よ
る
、
今
、
大

河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
「
真
田
丸
」、

楽
し
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
「
謙
信
・
幸
村
（
信
繁
）」
は
「
義

の
人
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
は

て
私
に
「
義
の
心
」
が
少

し
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

皆
様
は
如
何
で
す
か
。

 

（
広
報
対
策
部
会　

池
田 

勝
）

新
し
い
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
労
働
者
派
遣
事
業

の
事
務
処
理
等
に
対
応
す
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
本
所
の
嘱
託
職
員
を
一
名
増

員
し
三
名
体
制
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
等
に
出
向
き
、
シ
ル
バ
ー
の
就
業

機
会
の
開
拓
を
業
務
と
す
る
就
業
開
拓

員
も
一
名
採
用
し
ま
し
た
。
新
し
い
職

員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

会　員　数

（６月30日現在）
1,135名

（男837名／女298名）
本　　所　885名
頸北支所　250名

　

こ
の
五
月
か
ら
企
業
等
に
出
向
き
、

シ
ル
バ
ー
の
就
業
機
会
の
開
拓
を
業

務
と
す
る
就
業
開
拓
員
の
仕
事
を
し

て
い
る
矢
嶋
威
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

幾
多
の
山
坂
荒
波
を
越
え
、
高
度

成
長
を
支
え
て
こ
ら
れ
た“
金
の
卵
”

の
諸
先
輩
方
を
見
習
い
、
仕
事
に
真

摯
に
取
り
組
む
元
気
な
高
齢
者
を
目

指
し
、
頼
も
し
い
皆
様
の
笑
顔
と
底

力
が
伝
承
さ
れ
ま
す
様
、
朗
ら
か
な

職
員
の
皆
様
と
協
力
し
、
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

熊
本
地
震
義
援
金
募
金
へ
の

ご
協
力
に
感
謝
（
お
礼
）

　

去
る
四
月
十
四
日
、
熊
本
県
を
中
心

に
強
い
地
震
が
発
生
し
地
元
で
は
大
変

な
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
シ
ル
バ
ー
で
は
五
月

二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
会

場
に
お
い
て
、
災
害
義
援
金
の
募
金
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
二
万
百
八
十
円

の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
に
つ
い
て
は
最
も
被
害

の
大
き
か
っ
た
益
城

町
の
社
会
福
祉
協
議

会
へ
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

嘱託職員
小山　　晃

嘱託職員
清水　朋子

就業開拓員
矢嶋　　威

　

四
月
よ
り
本
所
で
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
嘱
託
職
員
の
小
山
で
す
。

　

会
員
の
方
々
と
接
し
て
い
く
中
で
、

皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
元
気
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
に
喜
ん
で
頂
き
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
は
益
々
元
気
で
明
る
く
働

い
て
頂
く
た
め
の
パ
イ
プ
役
に
徹
し

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
未
熟
者
で

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＜安全就業スローガン＞
　
◇全国統一安全就業スローガン
「見逃すな ヒヤリで済んだ あの経験」
　
◇新潟県安全就業スローガン
１「安全は 基本作業の 積み重ね」
２「いつの日も 増やす仲間と 減らす事故」
　

（７月は安全・適正就業強化月間です）

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─


